
青森県民主医療機関連合会 医師医学生課 (青森民医連 弘前事務所)

〒036-8203 弘前市本町95丸二ビル1F 【月～金曜 9～17時】
お問い合わせメールアドレス：aomin-igakusei@kensei-hp.com

0172-34-5455
http://www.kensei-hp.com

青森民医連での各種企画の報告はホームページに詳しく掲載しております。
奨学金制度のお問合わせや病院実習のお申し込みは、
ホームページ内『お問合せ』メールフォームよりご連絡ください。

みなさんこんにちは！経験したことない「暑さ」に見舞われた一方で、秋のような「ひんやり」する時もあって今年は体調管理に
苦労した夏でしたね。「暑さ寒さも彼岸まで」といわれますが、天候が変わりやすいこの季節は、体調を崩しやすくなります。原因
として、冷房の風や冷たい飲食物による冷えによるものといわれ、自律神経のバランスが乱れ、秋口まで不調が続く「秋バテ」を
感じる人が増えてきているそうです。それには「胃腸疲れ」「冷房疲れ」「暑さ疲れ」の３つのタイプがあるそうなので、体調には十
分気を付けてください。今回は、7月23日から8月22日まで取り組んだ「高校生1日医師体験」の特集です！弘前、青森、八戸と8
回に渡って開催され、将来医師を目指す44人の高校生が参加されました。医師との訪問診療同行や心臓カテーテル検査など、
各地域で取り組んでいる医療に特色がでている体験会を紹介します。また、今号のRoad to Doctorはめでたく100号を迎えること
ができました。いろいろな情報を楽しく伝えられるようがんばっていきたいと思いますのでこれからもよろしくお願いします。

特別奨学金 一般奨学金

入学金貸与 あり（1年次のみ） なし

奨学金貸与額 20万円以内／月 10万円以内／月

定員 各学年5名 なし

返還免除の
条件

卒業時に返還義務が生じますが青森民
医連に勤務すると返還が免除されます

貸与期間の1.5倍 貸与期間の1.0倍

コース① コース②

貸与額 10万円／月 20万円／月

青森民医連には「医学生奨学金制度」と「高卒生奨学金制度」の２つの奨
学金制度があります。

●医学生奨学金制度（右表上）は、日本全国の医学部（医学科）に在籍す
る医学生が対象です。返還義務がありますが、卒業後一定期間、青森民
医連加盟の医療機関に勤務してもらうことで返還が免除されます。

●高卒生奨学金制度（右表下）は、高校卒業後、医学部（医学科）への合
格に向けて勉強している30歳までの方が対象です。貸与期間は3年まで。
返還義務がありますが、医学部（医学科）合格後、医学生奨学金制度に
移行し、青森民医連加盟の医療機関に勤務すると返還が免除されます。

どちらも時期・学年を問わず随時募集しています。詳細は、下記連絡先
まで気軽にお問い合わせください。

◆医学生奨学金制度

◆高卒生奨学金制度

Road ｔo Doctor 7月号の感想
・緩和ケアの記事を読んで、今まで「特殊な状況の人」に対してのみ行われる治療だと思っていたので、とても新鮮な気持ちになりまし

た。（匿名）

・“全国医学生ゼミナール”というのを初めて知りました。このように、全国の人と交流できることはいいことだと思いました。「緩和ケア」

のあり方について考えことができました。（匿名）

・医ゼミというものがあるのを初めて知りました。～中略～「緩和ケア」といったら私も治療しても改善の余地のない患者がするイメー

ジでした。しかしどんどん新しい考え方に進化しているのだなあと感じました。その進化に私も携われるように頑張ります！（匿名）

・がん治療と並行して緩和ケアを行うというのは、考え方としても良いが、それ以上に、理に適ったものであると感じました。（UC）

青森民医連

青森民医連医師医学生課発行 –医師を目指す高校生のための医系情報マガジン- Vol.100

青森 7/26（AM） 訪問診療体験＠協立クリニック
7/26（PM） 心カテ体験＠協立病院

八戸
八戸生協診療所
7/23（AM）訪問診療体験
7/23（PM）訪問診療体験
8/22訪問診療体験

弘前
7/31訪問診療体験＠健生クリニック
8/6 初回体験＠健生病院
8/7 初回体験＠健生病院

【お知らせ】参加された
方で写真希望の方は⇒
にご連絡ください。

午前は八戸生協診療所と同じく「訪問
診療」体験。協立クリニックは多くの在
宅患者さんを抱える青森市内の訪問
診療のパイオニアです。

午後は「心臓カテーテル検査」体験を
おこないました。カテーテルと呼ばれる
細長い管を心臓に血液を供給している
冠動脈の入り口まで通し、冠動脈内に
造影剤を流し込みX線撮影をします。冠

動脈に細い部分や詰まっている部分が
あるかなど血液の流れをリアルタイム
に見ることができ、状況を正確に把握
することができます。「実際に近くで見
ることができ、とても貴重な体験でした。
患者さんを不安にしないように声をか
けていたことがとても印象に残りまし
た。」など感想が寄せられました。

八戸生協診療所の特徴である「訪問診療」を体験プログラムに
組みました。医師と看護師、ﾒﾃﾞｨｶﾙｱｼｽﾀﾝﾄｸﾗｰｸの3人で、患者
さん宅やサービス付き高齢者住宅などに、月に約260人の訪問
診療をおこなっています。八戸市内の病院や開業医、介護施設
など含め約200の事業所と連携を取りながら急変時にも備え365
日24時間対応できる体制を取っています。「患者さんの生活環境
に入った時の対応、介護の方々との連携する臨機応変にできる
姿勢は素晴らしいと感心しました。」など感想が寄せられました。

昨年10月に新築移転した健生病院では、ER（救急外来）、サポートセン
ター（患者さんの相談、連携、支援する部署）、HCU病棟、臨床工学科な

ど院内見学や赤ちゃん抱っこ体験をおこないました。また、医師から人形
を用いた気管挿管模擬体験や講演、入院患者さんとの懇談、ソーシャル
ワーカーから入院患者さんの社会復帰した事例のレクチャーを受けまし
ました。他に、八戸、青森同様、「訪問診療」体験をおこないました。
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足早の医師の動
きに対応できま
せんでした… ⇒


